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CSRトピックス
全印工連ＣＳＲ認定、スリースターに新規２社
第11回MUDコンペ表彰式、経済産業大臣賞に秋田印刷製本
「健康経営優良法人認定」が２年目に
「ジャパンSDGsアワード」、第１回は北海道下川町が最高賞
上場企業の女性役員数は1510人、比率は3.7％
電動車用の電池の再利用へ実証実験─中部電力、トヨタ自動車
「全国の園児に特別な体験を」サンケイリビング新聞社が活動を拡大

CSR認定企業紹介

　野毛印刷社
　　 社会や顧客の「不」の獲得が CSR の原点

　弘和印刷
 　　 地域貢献活動は「社会問題解決のベース」

神奈川

東京
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Ｕ
Ｄ
の
基
礎
技
術
と
し
て
期
待
高
ま
る
Ｍ
Ｕ
Ｄ

　
メ
デ
ィ
ア
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
（
Ｍ
Ｕ
Ｄ
）

は
、
２
０
０
８
年
に
全
日
本
印
刷
工
業
組
合
連
合
会

（
全
印
工
連
）
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
。

全
印
工
連
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
を
作
る
者
の
責
任
と
し

て
、
誰
も
が
公
平
に
情
報
を
入
手
可
能
に
す
る
た
め

の
技
術
基
盤
の
確
立
を
目
指
し
、
①
ア
ク
セ
シ
ビ
リ

　
映
画
館
や
劇
場
と
い
っ
た
ホ
ー
ル
施
設
で
の
座
席
ま
で
の
道
の
り
で
、
車
い
す
を
使
う
人
の
ル
ー
ト
が
健
常

者
の
ル
ー
ト
と
は
別
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
利
用
者
の
安
全
面
や
車
い
す
の
動
線
を
考
え
れ
ば
、

こ
れ
は
こ
れ
で
合
理
的
な
設
計
と
い
え
る
が
、
車
い
す
の
人
本
人
や
、
そ
の
家
族
、
友
人
等
、
付
添
い
を
す
る

人
の
中
に
は
、「
皆
で
一
緒
に
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
、
同
じ
ル
ー
ト
で
席
ま
で
行
っ
て
、
一
緒
に
座
り
た
い
」

と
思
っ
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
障
害
の
有
無
、
文
化
・
言
語
・
国
籍
の
違
い
、
老
若
男
女
と
い
っ
た
差
異
の
如
何
を
問
わ
ず
に
利
用
で
き
る

こ
と
を
目
指
し
て
、
施
設
・
製
品
・
情
報
を
設
計
（
デ
ザ
イ
ン
）
す
る
こ
と
を
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」（
Ｕ

Ｄ
）
と
い
う
。
昨
今
の
人
権
意
識
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
今
や
Ｕ
Ｄ
は
企
業
活
動
や
商
品
開
発
な
ど
に
も
欠
か

せ
な
い
要
件
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
Ｕ
Ｄ
は
私
た
ち
の
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
関
わ
っ
て
く
る
が
、
情
報
を
入
手
す
る
た
め
の
メ
デ
ィ
ア
、
特

に
視
覚
メ
デ
ィ
ア
に
特
化
し
た
Ｕ
Ｄ
の
分
野
を
「
メ
デ
ィ
ア
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
（
Ｍ
Ｕ
Ｄ
）」
と
呼

ん
で
い
る
。
多
様
化
す
る
現
代
社
会
に
お
け
る
Ｍ
Ｕ
Ｄ
と
情
報
保
障
を
め
ぐ
る
動
き
を
追
っ
た
。

特
集情

報
保
障
と
Ｍ
Ｕ
Ｄ

テ
ィ
（
接
近
容
易
性
）
②
ユ
ー
ザ
ー
ビ
リ
テ
ィ
（
使

い
や
す
さ
）
③
リ
テ
ラ
シ
ー
（
読
め
て
理
解
で
き
る
）

④
デ
ザ
イ
ン
（
情
緒
に
訴
え
る
）
⑤
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
（
持
続
可
能
性
を
満
た
す
品
質
で
あ
る
こ
と
）

を
「
５
つ
の
原
則
」
と
し
て
体
系
化
し
た
。
ま
た
Ｍ

Ｕ
Ｄ
を
広
く
社
会
に
普
及
し
て
い
く
た
め
の
取
り
組

み
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
メ
デ
ィ
ア
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・

デ
ザ
イ
ン
協
会
（
Ｍ
Ｕ
Ｄ
協
会
）
の
設
立
・
活
動
に
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も
参
画
し
て
い
る
。
Ｍ
Ｕ
Ｄ
協
会
で
は
Ｍ
Ｕ
Ｄ
の
普

及
お
よ
び
教
育
を
目
的
と
し
て
「
メ
デ
ィ
ア
・
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
教
育
検
定
」
を
実
施
。
印
刷
業

界
の
み
な
ら
ず
、
広
く
社
会
に
対
し
て
Ｍ
Ｕ
Ｄ
の
知

識
と
技
術
の
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。
２
０
１
８
年

３
月
現
在
で
、
３
級
合
格
者
が
３
５
０
５
名
、
２
級

合
格
者
が
１
５
１
名
を
数
え
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
社

会
に
お
け
る
Ｍ
Ｕ
Ｄ
へ
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
る
。

「
色
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
か
ら
始
ま
っ
た
Ｍ
Ｕ
Ｄ

へ
の
取
り
組
み

　
全
印
工
連
に
お
け
る
Ｍ
Ｕ
Ｄ
へ
の
取
り
組
み
は
、

２
０
０
２
年
に
「
色
覚
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
へ
の
取
り

組
み
と
し
て
、
東
京
都
印
刷
工
業
組
合
墨
田
支
部
を

中
心
に
活
動
が
始
ま
っ
て
い
る
。

▽ 

02
年
８
月
＝
東
京
都
印
刷
工
業
組
合
墨
田
支
部
で

「
印
刷
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。

▽
02
年
11
月
＝
大
学
の
研
究
者
と
行
政
の
協
力
を
得

て
、「
色
覚
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
手
引
き
」
を
発
刊
。

▽
03
年
１
月
＝
東
京
の
地
下
鉄
路
線
図
を
テ
ー
マ

に
「
色
覚
バ
リ
ア
フ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
開
催
。
最
優
秀
作
品
を
元
に
「
地
下
鉄
マ
ッ
プ
　

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」
を
４
万
部
作
成
し
、
墨
田
区
民
な

ど
に
無
料
配
布
。

▽
05
年
２
月
＝
全
印
工
連
の
青
年
部
組
織
で
あ
る
全

国
青
年
印
刷
人
協
議
会
で
「
印
刷
業
に
お
け
る
カ

ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
」を
テ
ー

マ
に
講
演
会
開
催
。

特集◉情報保障とMUD

▽
06
年
９
月
＝
「
色
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
手

引
書
」
を
発
刊
。

▽
07
年
４
月
＝
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
か

ら
メ
デ
ィ
ア
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
名
称

を
変
更
。
全
印
工
連
の
公
式
事
業
と
し
て
全
国
で

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
啓
発
活
動
を
開
始
。

▽
07
年
８
月
＝
業
界
初
の
試
み
と
し
て
「
第
１
回
メ

デ
ィ
ア
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
」
を
開
催
。

▽
08
年
１
月
＝
Ｍ
Ｕ
Ｄ
の
更
な
る
普
及
を
目
指
し
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
メ
デ
ィ
ア
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
デ
ザ

イ
ン
協
会
を
設
立
。

▽
11
年
2
月
＝
第
１
回
メ
デ
ィ
ア
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
教
育
検
定
を
実
施
。

　
一
連
の
活
動
は
現
在
、
地
方
自
治
体
や
企
業
な
ど

に
広
が
っ
て
い
る
Ｍ
Ｕ
Ｄ
へ
の
取
り
組
み
の
一
つ
の

ル
ー
ツ
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
Ｕ
Ｄ
普
及
に
関
し
て
は
、
Ｍ
Ｕ
Ｄ
協
会
の

ほ
か
に
も
公
益
財
団
法
人
共
用
品
推
進
機
構
、
一
般

社
団
法
人
国
際
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
協
議
会
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
機
構

な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か
し
た
活
動
を
展

開
し
て
い
る
。

「
Ｍ
Ｕ
Ｄ
」
か
ら
「
情
報
保
障
」
へ

　
全
印
工
連
は
２
０
１
６
年
に
発
行
し
た
「
全
印
工

連
２
０
２
５
計
画
　
新
し
い
印
刷
産
業
へ
の
リ
・
デ

ザ
イ
ン
」
に
お
い
て
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
２
０
２
５

計
画
」
と
し
て
、
社
会
の
要
請
と
し
て
の
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
と
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
と
い
う
文
脈
か
ら
、
そ

れ
を
実
現
す
る
手
段
と
し
て
の
Ｍ
Ｕ
Ｄ
の
重
要
性
を

強
調
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
基
礎
技
術
と
し
て
の
Ｍ

Ｕ
Ｄ
を
基
盤
と
し
て
、
情
報
の
発
信
者
が
す
べ
て
の

受
信
者
に
対
し
て
情
報
を
保
障
す
る
「
情
報
保
障
」

へ
と
、
印
刷
業
界
と
し
て
も
一
歩
踏
み
込
ん
だ
取
り

組
み
を
展
開
し
て
い
く
べ
き
と
提
案
し
て
い
る
。
ま

さ
に
Ｕ
Ｄ
の
基
本
理
念
で
あ
る
〈
障
害
の
有
無
、
文

化
・
言
語
・
国
籍
の
違
い
、
老
若
男
女
と
い
っ
た
差
異
〉

を
乗
り
越
え
て
、
誰
も
が
等
し
く
情
報
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
、
印
刷
業
界
が
リ
ー

ド
し
て
い
く
の
だ
と
い
う
強
い
意
志
の
表
れ
と
い
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。

MUD教育検定を実施しているNPO法人メディア・ユニバーサル・デザイン協会
https://www.media-ud.org/



4

法
的
に
も
整
備
進
む
情
報
保
障

　
誰
も
が
情
報
を
受
け
取
れ
、
違
和
感
な
く
理
解
可

能
な
社
会
は
、
障
害
者
や
子
供
、
高
齢
者
と
い
っ
た

社
会
的
弱
者
だ
け
で
な
く
、
健
常
者
に
も
優
し
さ
を

も
た
ら
す
と
い
う
考
え
方
が
社
会
に
広
が
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
つ
れ
、
行
政
や
民
間
に
よ
る
改
善
へ
の
取
り

組
み
は
、
福
祉
的
な
分
野
と
し
て
で
は
な
く
、
人
間

と
し
て
の
基
本
的
な
権
利
を
共
有
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン

と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
権
利
を

保
障
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
が
「
情
報
保
障
」
だ
。

　「
２
０
２
５
計
画
」
で
は
情
報
保
障
に
つ
い
て
〈
狭

義
に
は
「
身
体
的
な
障
害
に
よ
り
情
報
を
収
集
す
る

こ
と
が
困
難
な
人
に
対
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を

用
い
て
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
」
と
理
解
さ
れ
て
い

る
が
、
身
体
的
な
障
害
の
な
い
健
常
者
に
と
っ
て
も
、

情
報
の
収
集
、
そ
し
て
理
解
を
保
障
す
る
も
の
と
い

え
、
基
本
的
な
権
利
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る

こ
と
を
強
く
認
識
す
べ
き
〉、
情
報
保
障
の
実
現
か

ら
生
ま
れ
る
価
値
に
つ
い
て
は
〈「
社
会
全
体
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
最
大
化
す
る
こ
と
」
が
最
も
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
価
値
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
収
入
な

ど
の
実
利
的
な
面
と
、
自
己
実
現
や
幸
福
と
い
っ
た

精
神
的
な
面
の
両
方
を
含
ん
で
い
る
。
す
べ
て
の
人

が
情
報
を
正
し
く
理
解
し
、
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
で
一
人
一
人
が
持
て
る
能
力
を
発
揮
で
き
、

仕
事
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
〉
と
位

置
付
け
て
い
る
。

　
法
的
に
も
情
報
保
障
を
意
識
し
た
整
備
が
進
ん
で

い
る
。
障
害
者
関
連
で
は
、16
年
に
施
行
さ
れ
た
「
障

害
者
差
別
解
消
法
」
で
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別

が
禁
止
さ
れ
た
。
そ
の
上
で
、
国
の
行
政
機
関
や
地

方
公
共
団
体
に
対
し
て
は
「
合
理
的
配
慮
」
が
法
的

義
務
と
な
り
、
各
地
の
行
政
機
関
は
情
報
保
障
へ
の

対
応
要
領
や
指
針
を
作
成
し
、
行
動
を
開
始
し
て
い

る
。
民
間
事
業
者
に
は
合
理
的
配
慮
が
努
力
義
務
と

し
て
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

情
報
入
手
に
不
自
由
な
人
、
意
外
に
多
く

　
情
報
提
供
側
の
配
慮
が
不
足
す
る
こ
と
で
、
情
報

を
正
し
く
、
効
率
的
に
、
違
和
感
な
く
受
け
取
る
こ

と
に
不
便
を
感
じ
て
い
る
人
は
ど
の
く
ら
い
い
る
の

だ
ろ
う
か
。

【
障
害
者
】

　
内
閣
府
の
「
平
成
29
年
版
障
害
者
白
書
」、
厚

生
労
働
省
の
「
生
活
の
し
づ
ら
さ
な
ど
に
関
す
る

調
査
」
に
よ
る
と
、
視
覚
以
外
の
障
害
も
含
ま
れ

る
が
、
国
内
の
身
体
障
害
児
・
身
体
障
害
者
は

３
９
２
万
２
０
０
０
人
、
知
的
障
害
児
・
知
的

障
害
者
は
74
万
１
０
０
０
人
、
精
神
障
害
者
は

３
９
２
万
４
０
０
０
人
（
い
ず
れ
も
推
計
）。
な
お
、

身
体
障
害
者
に
含
ま
れ
る
視
覚
障
害
者
は
約
30
万
人

と
な
っ
て
い
る
。

【
色
覚
障
害
者
】

　
全
印
工
連
が
Ｍ
Ｕ
Ｄ
に
取
り
組
む
原
点
と
な
っ
た

色
覚
障
害
者
は
、
遺
伝
学
的
に
日
本
人
男
性
の
約
20

人
に
１
人
（
約
５
％
）、
女
性
で
約
５
０
０
人
に
１
人

（
約 

０
・
２
％
）
の
割
合
で
い
る
（
日
本
眼
科
学
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）
と
さ
れ
、
計
約
３
２
０
万
人
。

【
高
齢
者
】

　
総
務
省
の
統
計
に
よ
る
と
、
日
本
の
総
人
口
は
07

日本の障害者数（推計）

身体障害者
392万 2000人

視覚障害者
30万 300人知的障害者

74万 1000人

精神障害者
392万 4000人

『平成 29年度版障害者白書』『平成 23年生活のしづらさなどに関する調査』

858万 7000人

訪日外国人旅行者数
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年
９
月
現
在
、
推
計
で
約
１
憶
２
６
７
１
万
人
と
、

前
年
よ
り
約
21
万
人
の
減
少
。
一
方
で
65
歳
以
上
の

高
齢
者
は
同
３
５
１
４
万
人
で
、
同
57
万
人
の
増
加
。

１
９
５
０
年
以
降
、一
貫
し
て
増
加
し
て
い
る
。ま
た
、

総
人
口
に
占
め
る
高
齢
者
人
口
の
割
合
は
27
・
７
%

と
な
り
、
過
去
最
高
で
、
世
界
で
最
も
高
い
。
90
歳

以
上
が
初
め
て
２
０
０
万
人
を
超
え
た
（
総
人
口
に

占
め
る
割
合
は
１
・
６
％
）。

　
人
は
皆
、
視
覚
、
聴
覚
、
嗅
覚
、
触
覚
、
味
覚
の

い
わ
ゆ
る
五
感
で
無
意
識
の
う
ち
に
周
囲
か
ら
情
報

を
得
て
い
る
が
、
そ
の
感
覚
は
年
齢
と
と
も
に
衰
え

る
も
の
。
社
会
生
活
の
中
で
不
自
由
を
感
じ
て
い
る

人
は
多
い
。

【
外
国
人
】

　
法
務
省
に
よ
る
と
、
08
年
６
月
に
お
け
る
中
長
期

在
留
者
数
は
２
１
３
万
７
１
６
０
人
、
特
別
永
住
者

数
は
33
万
４
２
９
８
人
で
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
在

留
外
国
人
数
は
２
４
７
万
１
４
５
８
人
と
、
前
年
度

末
に
比
べ
８
万
８
６
３
６
人
増
と
な
り
、
過
去
最
高

と
な
っ
た
。
在
留
カ
ー
ド
と
特
別
永
住
者
証
明
書
に

記
載
さ
れ
た
国
籍
・
地
域
の
数
は
１
９
６
に
上
る
と

い
う
。
増
加
が
顕
著
な
国
籍
・
地
域
と
し
て
は
、
ベ

ト
ナ
ム
23
万
２
５
６
２
人
（
前
年
末
比
16
・
３
％
増
）

で
、
次
に
ネ
パ
ー
ル
が
続
く
。

　
ま
た
、
観
光
庁
は
18
年
１
月
、
17
年
の
訪
日
外
国

人
客
数
は
前
年
比
19
・
３
％
増
の
２
８
６
９
万
人
と

な
り
、
過
去
最
高
を
更
新
し
た
と
発
表
し
た
。

　
最
近
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
や
印
刷
物
で
の
多
言

語
表
記
や
、
イ
ラ
ス
ト
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
の
併
用
が

増
え
て
い
る
が
、
よ
り
配
慮
が
行
き
届
く
よ
う
努
力

し
て
い
く
べ
き
だ
。

２
０
２
０
後
の
レ
ガ
シ
ー
で
世
界
を
リ
ー
ド
す

る
た
め
に

　
映
画
の
鑑
賞
中
や
講
演
の
聴
講
中
に
、
不
意
に
一

部
を
見
逃
し
た
り
、
聞
き
逃
し
た
り
し
て
、
ス
ト
ー

リ
ー
を
追
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
ビ

ジ
ネ
ス
で
も
、
何
か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
新

た
に
メ
ン
バ
ー
と
し
て
加
わ
っ
た
場
合
、
そ
れ
ま
で

の
プ
ロ
セ
ス
を
十
分
理
解
し
な
い
ま
ま
行
動
し
た
た

め
、
思
い
も
よ
ら
な
い
ミ
ス
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
経
験
の
あ
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
健
常
者

で
も
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
視
覚
障

害
者
な
ど
情
報
を
受
け
取
る
こ
と
に
制
約
が
あ
る
人

は
、
当
た
り
前
の
情
報
を
逐
次
タ
イ
ム
リ
ー
に
取
り

入
れ
る
こ
と
に
も
常
に
困
難
が
つ
い
て
ま
わ
り
、日
々

多
大
な
苦
労
に
耐
え
て
い
る
は
ず
だ
。

　
１
９
６
０
年
の
訪
日
外
国
人
客
数
は
今
か
ら
は
想

像
も
つ
か
な
い
ほ
ど
少
な
い
15
万
人
ほ
ど
だ
っ
た
と

い
う
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
開
催
さ
れ
た
64
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
当
時
と
し
て
は
ま
さ

に
外
国
人
が
〝
大
挙
し
て
〟
や
っ
て
来
る
と
い
う
感

覚
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
語
学
力
の
問
題
を
ク
リ
ア
す

る
た
め
、
公
共
施
設
や
競
技
種
目
を
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

で
表
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
ピ

ク
ト
グ
ラ
ム
が
体
系
的
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
の
は
64

年
の
東
京
大
会
が
世
界
初
で
、
そ
の
後
の
大
会
で
も

受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　
外
国
人
対
応
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
半
世

紀
以
上
経
過
し
た
現
在
、「
２
０
２
０
東
京
大
会
」
を

前
に
、
再
び
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
温

泉
マ
ー
ク
を
飲
食
店
と
誤
解
す
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス

を
検
証
し
、
誤
認
の
少
な
い
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
の
開
発

が
進
ん
で
い
る
。
そ
こ
に
は
、
障
害
や
年
齢
、
国
籍

や
人
種
、
性
別
と
い
っ
た
差
を
超
え
よ
う
と
い
う
視

点
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
大
会
後
に
は
そ
ん
な
情

報
保
障
へ
の
取
り
組
み
の
経
験
の
多
く
が
、
公
共
分

野
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
に
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
残
る
だ

ろ
う
。

　
共
用
推
進
機
構
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
自
動
販
売

機
、
家
電
機
器
、
乗
用
車
、
住
宅
設
備
、
食
品
包
装

な
ど
の
分
野
を
対
象
に
、
身
体
的
な
特
性
や
障
害

に
か
か
わ
り
な
く
、
よ
り
多
く
の
人
々
が
共
に
利

用
し
や
す
い
製
品
・
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
の
市
場
規
模

を
調
査
し
て
い
る
。
２
０
１
５
年
度
の
調
査
で
は
、

２
兆
８
６
４
０
億
円
だ
っ
た
。
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
と

な
っ
て
い
る
。

　
印
刷
業
は
そ
も
そ
も
、
誰
に
で
も
分
か
り
や
す
い

情
報
整
理
や
編
集
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
き
た
。
媒
体

が
印
刷
物
だ
け
の
時
代
か
ら
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
な
ど

へ
と
多
様
化
し
た
現
代
に
お
い
て
も
、「
情
報
を
誰
に

で
も
わ
か
り
や
す
く
整
理
し
加
工
す
る
」
と
い
う
本

質
的
な
価
値
へ
の
ニ
ー
ズ
は
変
わ
ら
な
い
。
情
報
保

障
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
あ
っ
て
、
印
刷
業
は
そ
の

推
進
役
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
知
見
を
備
え
た
存
在
に

な
り
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
２
０
２
０
を
機
に
、
情
報
保
障
の
分
野
で
日
本
が

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
存
在
と
な
り
、
情
報
保
障
を
ビ

ジ
ネ
ス
リ
ソ
ー
ス
と
し
て
成
長
さ
せ
る
た
め
に
は
、

印
刷
産
業
の
み
な
ら
ず
産
学
官
が
力
を
合
わ
せ
て
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
２
０
２
０
年
は
目
前
に

迫
っ
て
い
る
。
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―
貴
社
の
名
刺
や
会
社
案
内
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
認
証
マ
ー

ク
が
並
ん
で
い
て
、
長
年
に
わ
た
り

各
分
野
で
研
さ
ん
を
重
ね
て
き
た
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
い

う
概
念
に
は
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

森
下
治
代
表
取
締
役
社
長
　
２
０
０
０
年

代
初
め
に
環
境
や
品
質
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
認
証

を
取
得
し
て
以
降
、
社
会
や
地
域
に
貢
献

す
る
取
り
組
み
や
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、

社
員
の
成
長
を
支
え
る
活
動
な
ど
、
認
証

の
有
無
に
と
ら
わ
れ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中

で
マ
ー
ク
の
数
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
例
え
ば
Ｉ
Ｓ
Ｏ
で
は
、
環
境
、
品
質
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
高
度
な
レ
ベ
ル
を
し
っ

か
り
と
維
持
・
継
続
で
き
る
体
制
づ
く

り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

２
０
１
５
年
に
全
印
工
連
の
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
認

定
」
を
取
得
し
て
か
ら
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
対

し
て
し
っ
か
り
と
意
思
を
固
め
て
推
進
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
中
に
す
べ
て

の
認
証
や
活
動
を
集
約
し
て
い
ま
す
。
Ｃ

Ｓ
Ｒ
を
上
位
概
念
と
し
、
会
社
が
一
つ
の

方
向
に
向
か
う
格
好
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
最
終
的
に
は
「
野
毛
印
刷
社
と
い
え
ば

こ
れ
ら
の
マ
ー
ク
や
活
動
が
す
べ
て
含
ま

れ
て
い
る
」
と
社
会
や
顧
客
か
ら
認
識
さ

れ
る
状
態
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
各
種
認
証
は
、
外
部
の
基
準
で
客
観
的

に
見
て
も
ら
っ
て
も
い
つ
で
も
通
用
す
る

よ
う
な
会
社
で
あ
り
た
い
と
の
考
え
か
ら

継
続
し
て
い
ま
す
。

―
社
会
や
顧
客
に
「
野
毛
印
刷
社
と
い

え
ば
す
べ
て
が
含
ま
れ
る
」
と
認
識

し
て
も
ら
う
た
め
に
、
何
か
ア
ピ
ー

ル
を
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

森
下
　
当
社
の
取
り
組
み
を
相
手
に
説
明

し
な
い
と
伝
わ
ら
な
い
の
で
は
な
く
、
当

社
に
一
歩
入
っ
た
と
き
に
、
あ
る
い
は
社

員
と
接
し
た
と
き
に
何
か
を
感
じ
て
い
た

だ
け
る
と
い
う
の
が
理
想
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
が
社
員
に
い
か
に
浸
透
し

て
い
る
か
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
企
業
と
い
う
も
の
は
本
物
で
な
い
と
生

き
残
れ
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ど
ん
な
社
会
を
理
想
と
し
、
そ
の
中
で
ど

ん
な
会
社
と
し
て
存
続
し
て
い
く
の
か
と

い
う
こ
と
を
社
員
全
員
で
し
っ
か
り
と
見

つ
め
な
が
ら
成
長
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
突
き
詰
め
れ
ば
、
顧
客
の
立

場
で
ど
れ
だ
け
物
事
を
見
て
い
け
る
か
と

い
う
こ
と
に
尽
き
ま
す
。
社
員
一
人
一
人

が
自
律
的
に
考
え
、
自
分
で
行
動
し
、
自

分
で
責
任
を
持
つ
よ
う
な
会
社
づ
く
り
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
顧
客
と
接
す
る
機
会
の
多
い
営
業
部

門
に
は
ど
の
よ
う
な
問
い
掛
け
を
し

て
い
ま
す
か
。

森
下
　「
不
（
ふ
）
の
獲
得
」
と
い
う
言

葉
を
使
っ
て
い
ま
す
。
顧
客
に
と
っ
て
の

「
不
」、
つ
ま
り
課
題
を
獲
得
し
て
そ
の
解

決
に
貢
献
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
地

域
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て
い
る
顧
客
の
不
は

地
域
の
不
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。

　
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
を
通
じ
て
感
じ
る
の
は
、

顧
客
と
価
値
を
共
有
し
て
初
め
て
顧
客
の

立
場
に
立
っ
て
物
事
を
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、「
先

義
後
利
」
や
「
率
先
垂
範
」「
凡
事
徹
底
」

「
陰
徳
を
積
む
」
と
い
っ
た
こ
と
が
で
き

て
い
な
い
と
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
語
る
資
格
は
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
顧
客
も
地
域
社
会
も

当
社
が
ど
う
変
わ
っ
て
い
る
か
常
に
見
て

い
る
だ
ろ
う
し
、
当
社
と
し
て
も
見
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
行
動
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

―
社
員
へ
の
浸
透
度
は
ど
の
よ
う
に
測

れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
。

北
澤
三
郎
常
務
取
締
役
　
当
社
で
は
「
環

境
社
会
検
定
試
験
（
ｅ
ｃ
ｏ
検
定
）」（
東

社
会
や
顧
客
の「
不
」の
獲
得
が
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
原
点

社
員
へ
の
浸
透
進
む
今
、ビ
ジ
ネ
ス
と
の
融
合
模
索
へ

株
式
会
社
野
毛
印
刷
社

全
印
工
連
Ｃ
Ｓ
Ｒ
認
定
企
業
訪
問

本　

社
：
神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
相
生
町
５
―
79　

創　

業
：
昭
和
23

年　

従
業
員
：
１
１
５
名

代
表
者
：
森
下　

治　

認
定
取
得
：
２
０
１
７
年
６
月
（
ツ
ー
ス
タ
ー
）　http://w
w
w
.noge.co.jp

企業は本物でないと生き残れないと語る森下治社長
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京
商
工
会
議
所
主
催
）
に
約
８
割
の
社
員

が
合
格
し
て
い
ま
す
。「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
検
定
」（
オ

ル
タ
ナ
等
主
催
）
で
も
合
格
者
累
計
が
全

国
第
三
位
で
す
。「
メ
デ
ィ
ア
・
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
教
育
検
定
」（
メ
デ
ィ
ア
・

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
協
会
主
催
）

に
は
50
人
近
い
社
員
が
合
格
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
全
員
が
仕
事
上
の
共
通
言
語

を
持
つ
の
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
を
客
観

的
に
検
証
す
る
の
が
目
的
で
す
。

　
そ
の
中
で
最
近
、
自
主
的
に
上
位
の
級

を
受
験
し
た
り
、
品
質
管
理
に
か
か
わ
る

資
格
な
ど
を
取
得
す
る
社
員
が
出
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
近
隣
の
公
園
の
清
掃
を
自

主
的
に
始
め
る
社
員
が
増
え
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
が
浸

透
の
表
わ
れ
、
帰
属
意
識
の
高
ま
り
な
の

だ
と
思
い
ま
す
。
会
社
と
し
て
も
そ
ん
な

動
き
を
支
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
機
運
の
盛
り
上
り
は
、
仕
事
面
に
も
表

れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。「
他
社
の
営
業
と
は
何
か
違
う
」
と

顧
客
が
感
じ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
の
が

当
社
の
理
想
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

―
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

阿
部
寿
和
総
務
部
部
長
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
責

任
者
　
当
社
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
「
環
境
」「
社
会
」

「
地
域
貢
献
活
動
」
な
ど
に
分
類
さ
れ
ま

す
。

　「
環
境
」
で
は
主
に
、
顧
客
の
「
環
境

競
争
力
」
を
印
刷
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
ラ
ベ
ル
を
顧
客
に
推
奨

し
て
い
ま
す
。
工
場
で
の
３
Ｒ
を
徹
底
し

た
上
で
、「
Ｇ
Ｐ
認
定
工
場
」「
水
な
し
印

刷
」「
ノ
ン
Ｖ
Ｏ
Ｃ
イ
ン
キ
」「
ベ
ジ
タ
ブ

ル
イ
ン
キ
」「
Ｒ
マ
ー
ク
」「
Ｆ
Ｓ
Ｃ
マ
ー

ク
」「
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
マ
ー
ク
」「
グ

リ
ー
ン
電
力
」「
ク
ロ
ー
ズ
ド
ル
ー
プ
リ

サ
イ
ク
ル
」
な
ど
の
ラ
ベ
ル
を
印
刷
製
品

に
表
示
で
き
る
態
勢
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
社
会
」
分
野
で
は
、
当
社
の
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
の
森
林
認
証
紙
「
Ｆ
Ｓ

ユ
ー
ス
マ
ッ
ト
」「
Ｆ
Ｓ
ユ
ー
ス
コ
ー
ト
」

を
採
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
働
き
掛
け

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
用
紙
を
採
用
い
た

だ
く
こ
と
で
、
用
紙
代
金
の
１
％
を
あ
し

な
が
育
英
会
に
寄
付
し
、
東
日
本
大
震
災

遺
児
支
援
全
般
に
役
立
て
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　「
地
域
貢
献
活
動
」
で
は
、
地
域
を
意

識
し
た
経
営
を
行
い
、
本
業
や
そ
の
他
の

活
動
を
通
じ
て
、
環
境
保
全
活
動
、
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
社
会
的
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
な
ど
を
認
定
す

る
「
横
浜
型
地
域
貢
献
企
業
認
定
制
度
」

（
横
浜
企
業
経
営
支
援
財
団
主
催
）
の
最

上
位
認
定
を
２
０
０
８
年
に
取
得
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
当
社
が
参
画
・
協
賛
し
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
は
年
々
、
社
員
の
参
加
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
ア
ク
シ
ョ
ン
ポ
ー
ト
横
浜
、
教
育

支
援
協
会
の
両
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連
携
し
て
近
隣

の
子
供
た
ち
の
社
会
教
育
に
取
り
組
む
活

動
「
み
な
み
ハ
ッ
ピ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
14
年
か
ら
展
開
し
て
い
ま
す
。
学
生
や

近
隣
の
企
業
・
お
店
と
と
も
に
、
子
供
た

ち
に
工
場
見
学
や
職
場
体
験
な
ど
学
び
の

場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
学
生
に
そ
の
様

子
を
動
画
配
信
し
て
も
ら
い
、
地
域
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
組
み
込
み
ま
し
た
。

　
毎
年
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
に
展
開
さ

れ
て
い
る
「
横
浜
サ
ン
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
今
や
、
冬
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
当
社
は
17
年
、
実
行
委
員
会
の
取
り

ま
と
め
役
と
な
り
ま
し
た
。
障
が
い
児
の

阿部総務部長（左）と北澤常務（右）

みなみハッピープロジェクトで子供たちに学びの場を提供

サンタプロジェクト2017のブースで子供たちと
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訓
練
会
へ
の
訪
問
や
ブ
ー
ス
出
展
も
行

い
、
当
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
エ
コ
か
る
た
」

や
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
に
願
い
事
を
書

い
て
も
ら
っ
た
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
の
飾
り
付

け
な
ど
、
子
供
た
ち
と
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　「
湘
南
国
際
マ
ラ
ソ
ン
」
で
は
「
環
境

に
や
さ
し
い
大
会
」
を
目
指
し
て
お
り
、

当
社
は
飲
食
ブ
ー
ス
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご

み
を
分
別
す
る
ブ
ー
ス
を
運
営
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
も
子
供
た
ち
と
エ
コ
か
る
た

や
「
エ
コ
ク
イ
ズ
」
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
近
隣
の
道
路
清
掃
や
美
化
活
動

を
目
的
と
し
て
横
浜
市
道
路
局
が
主
体
と

な
っ
て
進
め
て
い
る
「
ハ
マ
ロ
ー
ド
・
サ

ポ
ー
タ
ー
（
道
路
の
里
親
制
度
）」
に
参

画
し
て
い
ま
す
。

　
横
浜
市
立
大
学
の
寄
付
講
座
に
も
参
画

し
、
社
員
が
当
社
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
つ
い
て
講

義
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
る
と
、

参
加
企
業
・
団
体
・
市
民
と
さ
ま
ざ
ま
な

交
流
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
心

に
当
社
が
存
在
で
き
る
よ
う
な
形
に
な
れ

ば
面
白
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

―
会
社
や
社
員
の
自
主
的
で
積
極
的
な

Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
と
ビ
ジ
ネ
ス
は
融
合
し

て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

森
下
　
社
員
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
ベ
ー
ス
に
仕
事

に
日
々
取
り
組
む
中
で
、
自
分
の
役
割

や
思
い
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
は
ず
で

す
。
持
続
可
能
な
社
会
作
り
の
大
切
さ
も

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
ビ
ジ
ネ
ス

は
今
後
も
厳
し
さ
を
増
し
て
い
く
で
し
ょ

う
。
で
す
か
ら
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
ビ
ジ
ネ
ス
は

両
輪
で
走
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
世
の
中
の
役
に
立
つ
と
い
う

こ
と
だ
け
で
な
く
、
社
会
の
課
題
に
果
敢

に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
を
創
出
し
て
い
く
と
い
う
観
点
を
盛

り
込
み
な
が
ら
し
っ
か
り
と
継
続
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
顧
客
に
対

し
て
は
不
の
獲
得
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の

だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
今
後
、
不
の
獲
得
は
ど
の
よ
う
な
形

に
発
展
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

森
下
　
い
わ
ゆ
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
」
の
よ
う
な
も
の
を
小
さ
な
規
模
で
い

く
つ
も
創
出
し
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
の

が
理
想
で
す
。

　
詳
細
は
申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
現

在
、
障
害
者
の
雇
用
や
障
害
者
に
よ
る
ビ

ジ
ネ
ス
を
支
援
で
き
る
保
険
の
設
計
を
保

険
会
社
と
の
間
で
進
め
て
い
ま
す
。

　
障
害
者
就
労
施
設
で
作
ら
れ
て
い
る
お

菓
子
が
、
お
い
し
さ
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
売

れ
行
き
が
向
上
す
る
よ
う
な
支
援
も
ビ
ジ

ネ
ス
と
し
て
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
す
で
に
他
の
企
業
や
団
体
が
展

開
し
て
い
る
例
を
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
挙
げ

る
と
、
横
浜
の
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
飲
料
メ
ー

カ
ー
と
協
力
し
、
自
動
販
売
機
に
お
む
つ

を
入
れ
て
も
ら
っ
て
販
売
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
子
育
て
支
援
を
し
て
い
る
と
い
う

取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。
東
京
に
は
、
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
向
け
に
弁
当
を
販
売

し
つ
つ
、
一
人
で
の
寂
し
い
食
事
を
せ
ず

に
済
む
よ
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
を
提
供
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
は
小
さ
い
な
が
ら
も
ビ
ジ
ネ
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
な
い
と

継
続
で
き
ま
せ
ん
。
社
会
に
必
要
と
さ
れ

る
ビ
ジ
ネ
ス
な
ら
ば
拡
大
し
て
い
く
は
ず

で
す
。

　
当
社
と
し
て
は
、
何
ら
か
の
不
を
獲
得

し
、
そ
の
解
決
を
深
め
る
中
で
、
小
さ
な

ビ
ジ
ネ
ス
を
見
い
だ
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
手
を
挙
げ
た
社
員
に
そ
れ
を
任
せ

る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
そ

の
ビ
ジ
ネ
ス
同
士
を
掛
け
合
わ
せ
れ
ば
さ

ら
に
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
当
社
と
お
付
き
合

い
い
た
だ
い
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の

多
く
の
企
業
と
も
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
が
可

能
で
し
ょ
う
。

　
私
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
一
つ
と
し
て
そ

の
よ
う
な
形
を
会
社
に
残
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
当
社
が
何
を
目
指
す
の
か
、
価

値
観
を
ど
こ
に
置
い
て
い
る
の
か
が
社
員

一
人
一
人
か
ら
常
に
に
じ
み
出
て
い
る
よ

う
な
会
社
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
の

で
す
。

資源分別ステーションを運営（湘南マラソン2016で）

横浜市大での寄付講座
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―
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
を
日
々
、
ど
の
よ
う
な
思

い
で
展
開
し
て
い
ま
す
か
。

瀬
田
章
弘
代
表
取
締
役
社
長
　
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は

漢
方
薬
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
長
い
時
間

を
か
け
て
取
り
組
む
こ
と
で
、
会
社
を
強

く
し
て
ゆ
く
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
営

業
活
動
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
す
が
、
そ
れ

は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
が
あ
っ
て
の
も
の
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
当
社
は
経
営
理
念
で
、
当
社
の
事
業
に

か
か
わ
る
人
た
ち
、
出
会
っ
た
人
た
ち
が

今
よ
り
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ

と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
か
か
わ
る

人
た
ち
と
は
日
々
働
い
て
い
る
社
員
、
そ

れ
を
支
え
て
く
れ
る
取
引
先
、
私
た
ち
が

事
業
を
営
む
こ
と
を
許
容
し
て
く
れ
て
い

る
地
域
の
人
々
、
そ
し
て
、
支
持
し
て
く

だ
さ
る
顧
客
で
す
。

　
こ
の
順
番
も
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
企
業
で
す
か
ら
、
顧
客
に
喜
ん

で
も
ら
う
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
す
が
、

そ
れ
は
そ
も
そ
も
、
毎
日
知
恵
を
出
し
、

汗
を
か
い
て
共
に
働
い
て
い
る
人
た
ち

あ
っ
て
こ
そ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
人

た
ち
を
犠
牲
に
し
つ
つ
、
顧
客
に
継
続
的

に
良
い
サ
ー
ビ
ス
・
製
品
を
届
け
る
こ
と

に
は
無
理
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

―「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
認
定
」を
取
得
す
る
前
に
、「
Ｇ

Ｐ
認
定
」
と
「
Ｊ
Ｐ
Ｐ
Ｓ
認
定
」
を
取

得
し
て
い
ま
す
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
も
仕
組

化
し
ま
し
た
。
瀬
田
社
長
自
身
は
「
Ｍ

Ｕ
Ｄ
」
を
推
進
す
る
メ
デ
ィ
ア
・
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
協
会
の
理
事
で

も
あ
り
ま
す
し
、
企
業
理
念
に
も
あ
る

地
域
貢
献
に
も
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
認
定
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
項
目
が
あ
り
ま
す
が
、
何
か
強
化
し

た
点
は
あ
り
ま
し
た
か
。

瀬
田
　
Ｃ
Ｓ
Ｒ
認
定
に
向
け
、
自
己
満
足

で
は
な
く
、
社
会
か
ら
見
て
不
足
し
て
い

る
部
分
を
補
強
し
、
最
終
的
に
は
社
会
に

役
立
つ
会
社
を
目
指
し
た
い
と
目
標
を
掲

げ
ま
し
た
。

　
特
に
、
働
く
環
境
を
充
実
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
当
社
は
30
人

弱
の
小
規
模
グ
ル
ー
プ
な
の
で
、
１
人
で

も
社
員
が
休
む
と
ほ
か
の
社
員
へ
の
し
わ

寄
せ
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
多
能
工
化
を
推
進
し
ま
し
た
。
１
人

が
何
役
も
こ
な
せ
れ
ば
、
誰
か
が
休
ん
で

も
誰
か
が
フ
ォ
ロ
ー
し
、
仕
事
は
通
常
通

り
進
行
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
作
業
の
見
え
る
化
を
進
め
る
こ

と
で
、
現
場
で
も
ほ
ぼ
予
定
通
り
の
時
間

で
仕
事
が
終
了
し
、
長
時
間
労
働
の
解
消

に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

―
印
刷
オ
ペ
レ
ー
タ
は
い
く
つ
か
の
種
類

の
機
械
を
回
せ
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
。

重
田
明
彦
執
行
役
員
　
印
刷
オ
ペ
レ
ー
タ

は
ほ
ぼ
全
員
、
複
数
の
機
種
を
稼
働
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当
社
の
機
種
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
は
そ
れ
ぞ
れ
、
型
が
違
っ
て
い

て
、
癖
も
特
有
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ゆ
え
、
複
数
の
機
種
を
回
す
の
は
大
変

な
こ
と
な
の
で
す
が
、
会
社
全
体
と
し
て

は
精
神
的
に
余
裕
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
納
期
の
迫
る
日
に
誰
か
が
休
ん

で
も
顧
客
に
迷
惑
を
掛
け
ず
に
済
み
ま
す
。

　
多
能
工
化
は
印
刷
オ
ペ
レ
ー
タ
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
営
業
を
担
当
し

て
い
ま
す
が
、
ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
し
て
納

品
も
し
ま
す
。
納
品
は
当
社
の
営
業
の
必

須
の
仕
事
で
す
。
ま
た
、
空
き
時
間
に
は

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
動
か
し
、
刷
本
移
動

も
し
て
い
ま
す
。

瀬
田
　
私
も
納
品
し
ま
す
よ
。（
笑
）

―
社
内
的
な
残
業
削
減
と
同
時
に
、
顧
客

へ
の
対
応
も
お
ろ
そ
か
に
な
ら
な
い
。

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
も
充
実
す
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

重
田
　
当
社
に
は
幼
稚
園
児
・
保
育
園
児

を
持
つ
社
員
が
多
く
い
ま
す
。
多
能
工
化

顧
客
の
幸
せ
は
、社
員
の
幸
せ
が
生
む

地
域
貢
献
活
動
は「
社
会
問
題
解
決
の
ベ
ー
ス
」

弘
和
印
刷
株
式
会
社
　

全
印
工
連
Ｃ
Ｓ
Ｒ
認
定
企
業
訪
問

本　

社
：
東
京
都
足
立
区
本
木
南
町
15
―
17　

創　

業
：
昭
和
39
年　

従
業
員
：
20
名
（
グ
ル
ー
プ
30
名
）

代
表
者
：
瀬
田
章
弘　

認
定
取
得
：
２
０
１
４
年
９
月
（
ワ
ン
ス
タ
ー
）　http://w
w
w
.kow

ax.jp

長く働き続けられる職場にしたいと語る重田明彦執行役員
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し
て
い
る
こ
と
で
、
園
の
行
事
が
平
日
に

あ
っ
て
も
安
心
し
て
休
め
る
の
で
す
。

瀬
田
　
も
っ
と
柔
軟
に
、
例
え
ば
奥
さ
ん

の
誕
生
日
に
は
早
く
帰
宅
し
て
も
ら
う
な

ど
、
で
き
る
限
り
の
機
会
を
与
え
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

重
田
　
特
に
制
度
化
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
す
が
、
柔
軟
に
休
め
る
雰
囲

気
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
、
人

生
も
家
族
構
成
も
違
い
ま
す
。
会
社
と
し

て
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
し
た
い
の
で
す
。

長
い
人
生
の
中
で
長
く
働
き
続
け
ら
れ
る

職
場
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
い
い
人
材
が
集
ま
り
ま
す
か

ら
、
会
社
も
良
く
な
り
ま
す
。

瀬
田
　
会
社
が
良
く
な
れ
ば
顧
客
に
も
喜

ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。
そ
れ
は
当
社
の
理

念
で
も
あ
り
ま
す
。

―
企
業
理
念
に
も
う
た
わ
れ
て
い
る
地
域

に
対
し
て
の
貢
献
活
動
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

瀬
田
　
全
国
に
地
域
活
性
を
目
的
に
し
た

「
マ
ー
チ
ン
グ
委
員
会
」
活
動
が
広
が
っ
て

い
ま
す
が
、
足
立
区
の
印
刷
会
社
有
志
が

集
結
し
た
「
あ
だ
ち
マ
ー
チ
ン
グ
委
員
会
」

は
２
０
０
９
年
、
全
国
で
２
番
目
に
立
ち

上
が
り
ま
し
た
。
当
社
は
事
務
局
を
務
め

て
い
ま
す
。
街
並
み
の
水
彩
画
作
品
は
現

在
、１
０
０
点
に
上
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

展
示
会
な
ど
の
機
会
を
通
じ
、
多
く
の
人

に
足
立
区
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
印
刷
会
社
と
し
て
し
っ

か
り
と
情
報
発
信
役
を
担
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

―
活
動
は
ど
う
広
が
っ
て
い
ま
す
か
。

瀬
田
　
マ
ー
チ
ン
グ
委
員
会
に
参
画
し
て

い
る
印
刷
会
社
が
中
心
と
な
り
、
出
版

社
や
ク
リ
エ
ー
タ
ー
ら
と
手
を
携
え
、
紙

を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
紙
も
の

フ
ェ
ス
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年

11
月
、
２
回
目
を
区
内
の
神
社
の
境
内

で
実
施
し
ま
し
た
。
印
刷
・
紙
の
関
連

企
業
が
自
社
製
品
を
ブ
ー
ス
展
示
し
た
ほ

か
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
展
開
し
ま
し

た
。
ま
た
、
区
内
で
人
気
の
シ
ョ
ッ
プ
や

飲
食
店
に
も
出
展
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
30
の
企
業
や
お
店
な
ど
が
参
加
し
、

４
５
０
人
ほ
ど
の
来
場
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
が
統
括
役
を
仰
せ
つ
か
っ
て
い
ま

す
。

　
会
期
は
１
日
だ
け
で
す
が
、
印
刷
や
紙

に
あ
ふ
れ
る
楽
し
さ
や
、
区
内
で
こ
だ
わ

り
を
持
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
人
や
も
の

を
人
々
に
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
印
刷
関
連
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

紙
バ
ッ
グ
作
り
や
木
版
画
教
室
、
香
る
し

お
り
や
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
の
作
り
方
、
ラ
ッ

ピ
ン
グ
教
室
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
ま
し
た
。

　
来
場
者
と
出
展
者
の
新
た
な
出
会
い
や
、

出
展
者
同
士
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
す

で
に
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
そ
の

ハ
ブ
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
印
刷
会
社
の
重
要
な
機
能
で
も
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
来
場
し
た
ク
リ
エ
ー
タ
ー
か
ら
は
印
刷

関
連
ブ
ー
ス
の
多
様
な
技
術
を
見
て
、
相

談
を
持
ち
掛
け
、
新
た
な
仕
事
が
始
ま
っ

て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。
印
刷
会
社
に
と
っ

て
は
ク
リ
エ
ー
タ
ー
と
の
も
の
作
り
は
楽

し
い
も
の
で
す
。

―
行
政
と
は
違
う
立
場
で
の
地
域
貢
献
イ

ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

瀬
田
　
区
の
民
間
委
員
や
商
工
会
議
所

の
立
場
で
の
取
り
組
み
が
行
政
と
の
タ
イ

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
た
例
も
あ
り
ま
す
。
会

議
所
が
昨
年
、
区
内
の
工
場
で
働
く
若
い

男
性
を
紹
介
す
る
写
真
集
「
あ
だ
ち
工
場

男
子
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。
Ｔ
Ｖ
や
新
聞

「あだちマーチング委員会」の街並みイラスト

盛り上がる「紙ものフェス」

足立区協創シンポジウムで講演する瀬田社長



な
ど
各
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
当
社
の
社
員
も
載
っ
て
い
ま
す
。

　
町
工
場
は
イ
メ
ー
ジ
が
決
し
て
良
い
と

は
い
え
ま
せ
ん
が
、
職
人
と
し
て
の
気
概

と
誇
り
を
も
っ
て
働
い
て
い
る
若
者
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
の
姿
や
仕
事
風
景
を

伝
え
た
か
っ
た
の
で
す
。
各
所
属
企
業
の

た
め
で
も
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
Ｐ
Ｒ
に

も
貢
献
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
写
真
集
は
区
役
所
に
も
響
き
ま
し
た
。

写
真
集
の
中
か
ら
３
人
の
写
真
が
区
の
広

報
紙
の
１
面
を
飾
る
と
と
も
に
、
10
月
に

は
「
あ
だ
ち
工
場
男
子
展
」
が
開
催
さ
れ
、

等
身
大
の
パ
ネ
ル
が
区
の
ホ
ー
ル
に
置
か

れ
ま
し
た
。

―
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
地
域
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
ね
。

瀬
田
　
中
小
企
業
は
自
社
だ
け
が
良
く
な

ろ
う
と
い
う
の
は
難
し
い
の
で
す
。
地
域

が
良
く
な
れ
ば
自
社
も
良
く
な
る
だ
ろ
う

と
思
い
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
動
い
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
多
く
の
活

動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
が
、
自
己
満
足

で
は
な
く
、
最
終
的
に
は
自
社
に
返
っ
て

く
る
循
環
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

―
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
す
と
、

日
々
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
ど
う
変
わ
り
ま

す
か
。

瀬
田
　
印
刷
業
は
「
課
題
解
決
業
」
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
顧
客
企
業
は
課
題
を
た

く
さ
ん
抱
え
て
い
ま
す
。
き
め
細
か
い
課

題
へ
の
対
応
に
は
印
刷
会
社
が
適
し
て
い

る
と
思
う
の
で
す
。
印
刷
会
社
は
課
題
を

う
か
が
う
段
階
か
ら
も
の
作
り
ま
で
、
つ

ま
り
も
の
ご
と
の
最
終
段
階
ま
で
を
担
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
顧
客
に
ず
っ
と
寄
り

添
っ
て
い
け
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
業

種
は
な
か
な
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
営
業
先
で
当
社
が
課
題
解
決
を
標
榜
す

る
会
社
だ
と
説
明
す
る
と
き
、
ベ
ー
ス
と

し
て
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
大
切
に
し
て
い
な
い
と
信

頼
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
顧
客
は
当
然
、
業
績
を
上
げ
る
た
め
、

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
や
価
格
競
争
力

を
向
上
さ
せ
よ
う
と
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
を

積
み
重
ね
て
い
ま
す
。
た
だ
、
基
本
的
に
、

ど
ん
な
企
業
も
圧
倒
的
な
差
別
化
を
打
ち

出
せ
ず
に
い
ま
す
。
い
い
製
品
を
作
っ
て

も
す
ぐ
に
２
番
手
が
追
い
付
い
て
く
る
と

い
う
展
開
の
繰
り
返
し
で
す
。
価
格
に
つ

い
て
も
同
様
で
す
。

　
そ
ん
な
軸
で
競
争
を
続
け
て
い
て
も

ハ
ッ
ピ
ー
に
は
な
れ
る
わ
け
も
な
く
、
顧

客
は
新
た
な
軸
と
し
て
、
自
社
の
フ
ァ
ン

づ
く
り
を
進
め
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
顧

客
の
顧
客
や
消
費
者
に
「
こ
の
会
社
の
も

の
を
買
お
う
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
戦
略

を
立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
背

景
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
戦
略
を
共
に
担
う
の
は
当
然
、
Ｃ

Ｓ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

―
今
後
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
テ
ー
マ
と

な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

瀬
田
　
そ
も
そ
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
は
相
手
の

課
題
を
解
決
す
る
行
為
で
す
。
で
す
か
ら
、

社
会
貢
献
の
一
方
向
と
と
ら
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
、
貧
困
や
待
機
児
童
、

雇
用
や
学
習
の
機
会
拡
大
と
い
っ
た
深
い

社
会
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
、

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
い
っ
た
取
り

組
み
は
こ
れ
か
ら
の
テ
ー
マ
で
す
。
ま
た
、

若
い
人
た
ち
の
支
援
も
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ク
リ
エ
ー
タ
ー
や
起
業

家
、
Ｉ
Ｔ
分
野
の
人
た
ち
が
こ
の
地
域
で

が
ん
ば
れ
る
よ
う
に
、
努
力
を
惜
し
ま
な

い
つ
も
り
で
す
。

　
そ
れ
を
確
か
な
も
の
と
す
る
に
は
、
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
継
続
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
せ
っ
か
く
こ
の
地
域

で
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

こ
の
地
域
の
問
題
点
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
っ

て
解
決
で
き
る
方
法
を
見
い
だ
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
、
そ
の
下
地
を
作
っ
て
い
る
段
階
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
商
工
会
議
所
や
行
政

な
ど
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
活
動
し
て

い
る
の
は
そ
の
た
め
で
す
。
足
立
区
に
Ｃ

Ｓ
Ｒ
が
浸
透
し
て
い
け
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

11
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CSRと広報を推進するチームメンバー
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障
害
者
の
法
定
雇
用
率
が
４
月
１
日

か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
る
。民
間
企
業
は
、

こ
れ
ま
で
の
２
・
０
％
か
ら
２
・
２
％

に
、
国
・
地
方
公
共
団
体
等
は
２
・
３
％

か
ら
２
・
５
％
に
、
都
道
府
県
等
の
教

育
委
員
会
は
２
・
２
％
か
ら
２
・
４
％

に
変
更
さ
れ
る
。
ま
た
、
障
害
者
を
雇

用
す
る
義
務
が
あ
る
民
間
企
業
の
事
業

主
の
範
囲
も
、
従
業
員
50
人
以
上
か
ら

45
・
５
人
以
上
に
変
わ
る
。

　
国
は
、
障
害
者
雇
用
率
の
引
き
上
げ

を
進
め
て
お
り
、
民
間
企
業
に
つ
い
て

は
２
０
２
１
年
４
月
ま
で
に
２
・
３
％

に
す
る
計
画
。
２
・
３
％
と
な
っ
た
際

に
は
、
対
象
と
な
る
事
業
主
の
範
囲
は

従
業
員
43
・
５
人
以
上
に
広
が
る
。

　
法
定
雇
用
率
は
現
在
の
労
働
市
場
に

お
け
る
全
労
働
者
に
占
め
る
障
害
者
の

数
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
る
が
、
こ
の
度

の
法
改
正
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
身
体

障
害
者
、
知
的
障
害
者
に
加
え
、
精

神
障
害
者
も
対
象
に
加
え
ら
れ
た
た

め
、
法
定
雇
用
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
平
成
29
年
度
障
害

者
白
書
に
よ
れ
ば
精
神
障
害
者
数
は

　
政
府
・
与
党
は
２
月
28
日
、
開
催
中

の
国
会
へ
の
裁
量
労
働
制
の
拡
大
（
課

題
解
決
型
提
案
営
業
職
な
ど
を
対
象
と

し
た
「
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
」）

に
関
す
る
法
案
の
提
出
を
断
念
し
た
。

議
論
の
基
礎
と
な
る
デ
ー
タ
の
再
調
査

を
実
施
し
た
上
で
の
仕
切
り
直
し
と
な

る
。
裁
量
労
働
制
に
関
し
て
は
働
き
方

改
革
関
連
法
案
か
ら
切
り
離
し
、
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
、
同
一
労
働
同
一

賃
金
の
導
入
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
制
度
の
創
設
等
に
つ
い
て
法
案
の

提
出
を
目
指
す
。

　
働
き
方
改
革
関
連
法
案
を
巡
っ
て

は
、
高
収
入
の
一
部
専
門
職
を
労
働
時

間
規
制
の
対
象
か
ら
外
す
「
高
度
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
」（
特
定
高
度

専
門
業
務
・
成
果
型
労
働
制
）
に
つ
い

て
も
野
党
側
の
批
判
は
強
く
、
今
後
の

議
論
の
焦
点
と
な
り
そ
う
だ
。

　
同
制
度
は
、
研
究
開
発
者
、
金
融
商

品
の
開
発
者
、
ア
ナ
リ
ス
ト
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
な
ど
、
年
収
１
０
７
５
万
円

以
上
の
労
働
者
が
対
象
。
す
で
に
、
時

間
配
分
の
決
定
が
困
難
な
業
務
従
事
者

障
害
者
の
法
定
雇
用
率
、
４
月
１
日
か
ら
引
き
上
げ

従
業
員
45
・
5
人
以
上
が
対
象

揺
れ
る
働
き
方
改
革
法
案

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
も
焦
点
に

３
９
２
万
４
千
人
と
、
身
体
障
害
者
を

２
千
人
上
回
り
、
障
害
種
別
で
最
大
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
影
響
が
大
き

い
と
み
て
段
階
的
に
引
き
上
げ
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
法
定
雇
用
率
と
あ
わ
せ
て
、

２
０
１
６
年
に
施
行
さ
れ
た
障
害
者
差

別
解
消
法
で
は
、「
合
理
的
配
慮
」
の

努
力
義
務
が
企
業
に
課
せ
ら
れ
、
障
害

者
を
雇
用
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ

の
た
め
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
も
企
業

の
義
務
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
　
法
定
雇

用
率
が
２
・
０
％
だ
っ
た
２
０
１
６
年

３
月
現
在
で
さ
え
、
法
定
雇
用
率
達
成

企
業
の
割
合
は
48
・
8
％
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
引
き
上
げ
に
あ
た
っ
て
の
課

題
は
多
い
。

　
障
害
者
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
全
体

の
生
産
性
が
向
上
す
る
と
い
う
研
究
結

果
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
障
害
者
雇
用
を

義
務
で
は
な
く
、
成
長
の
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
直
す
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
の
発
想

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
シ
ス
テ
ム
技
術
者
、
編
集
者
、
デ
ザ

イ
ナ
ー
、
弁
護
士
、
建
築
士
な
ど
）
を

対
象
と
し
た
「
専
門
業
務
型
裁
量
労
働

制
」
は
導
入
さ
れ
て
お
り
、
研
究
開
発

者
や
ア
ナ
リ
ス
ト
も
対
象
に
含
ま
れ
て

い
る
が
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

制
度
で
は
よ
り
高
い
専
門
性
を
有
す
る

労
働
者
を
想
定
し
て
い
る
。

　
最
も
大
き
な
違
い
は
、「
専
門
業
務

型
裁
量
労
働
制
」
で
は
、
裁
量
労
働
の

範
囲
を
超
え
た
時
間
外
・
深
夜
・
休
日

労
働
に
対
し
て
割
増
賃
金
を
支
払
う
必

要
を
認
め
て
い
る
の
に
対
し
、「
高
度

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
」
で
は
そ

う
し
た
規
定
そ
の
も
の
が
な
く
割
増
賃

金
が
適
用
さ
れ
な
い
点
で
あ
る
。
短
時

間
で
成
果
を
上
げ
ら
れ
る
労
働
者
は
、

自
立
的
で
柔
軟
性
の
高
い
働
き
方
が
可

能
に
な
る
反
面
、
年
収
低
下
や
働
き
過

ぎ
と
な
る
労
働
者
を
生
む
懸
念
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　
裁
量
労
働
制
社
員
の
過
労
死
事
故
な

ど
も
起
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
制
度
の

如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
適
用
に
は
慎
重

な
判
断
が
求
め
ら
れ
そ
う
だ
。
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できることから。

株式会社シオザワは「出来ることを、出来る人が、出来るだけやる」の理念を掲げ、『3D プロジェクト』と表し、日本･海外での支援活動を続けています。

一人ができることはほんの少し。でも、それが積み重なれば大きな力になる。

104-0043 東京都中央区湊3-4-11 4030 ビル  TEL：03-3553-7081 http://www.shiozawa.co.jp/
紙と共に歩んで 80 年

紙と共に歩んで 80 年



14

ＣＳＲトピックス

全
印
工
連
Ｃ
Ｓ
Ｒ
認
定

ス
リ
ー
ス
タ
ー
に
新
規
２
社

　
全
日
本
印
刷
工
業
組
合
連
合
会
の
全

印
工
連
Ｃ
Ｓ
Ｒ
認
定
委
員
会
は
２
月
、

最
上
位
の
ス
リ
ー
ス
タ
ー
認
定
に
新
日

本
印
刷
（
名
古
屋
市
）
と
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
ポ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
（
広
島
市
）
を
新

た
に
認
定
し
た
。
昨
年
12
月
に
開
催
さ

れ
た
委
員
会
に
お
け
る
判
定
の
結
果
、

追
加
資
料
の
審
議
を
経
て
、
認
定
登
録

の
運
び
と
な
っ
た
。

　
ス
リ
ー
ス
タ
ー
認
定
企
業
は
、
昨
年

６
月
に
認
定
さ
れ
た
ア
イ
ン
ズ
（
滋
賀

県
蒲
生
郡
）
に
続
き
３
社
と
な
っ
た
。

第
11
回
Ｍ
Ｕ
Ｄ
コ
ン
ペ
表
彰
式

経
済
産
業
大
臣
賞
に
秋
田
印
刷
製
本

　
全
日
本
印
刷
工
業
組
合
連
合
会
が
主

催
す
る
「
第
11
回
メ
デ
ィ
ア
・
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
」
の
表
彰
式
が
、
２
月
27
日
に
日
本

印
刷
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
経
済
産
業

大
臣
賞
は
、
一
般
の
部
で
秋
田
印
刷
製

本
（
大
門
一
平
社
長
、秋
田
市
）
の
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
」、
学
生

の
部
で
大
阪
市
立
デ
ザ
イ
ン
教
育
研
究

所
の
安
藤
綾
音
さ
ん
に
よ
る
「
水
の
事

故
防
止
教
室
」
が
受
賞
し
た
。
今
回
は

応
募
作
品
２
２
７
点
（
一
般
53
点
、
学

生
１
７
４
点
）
の
中
か
ら
計
20
作
品
が

入
賞
し
た
。

　
秋
田
印
刷
製
本
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
カ
ー
ド
」
は
、
災
害
時
に
避
難

所
の
受
付
で
外
国
人
に
避
難
者
情
報
を

記
入
し
て
も
ら
う
際
の
ツ
ー
ル
。
一
度

の
記
入
で
避
難
所
運
営
者
の
控
え
と
本

人
控
え
の
２
枚
を
用
意
で
き
る
複
写
式

に
し
、
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
す
る
た
め
の
２

穴
加
工
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
折
り
畳
め
る

よ
う
切
り
込
み
加
工
も
施
し
て
い
る
。

裏
面
に
は
簡
単
な
会
話
用
イ
ラ
ス
ト
を

入
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
負
担

を
軽
減
で
き
る
よ
う
配
慮
し
た
ほ
か
、

外
国
人
登
録
者
数
上
位
の
８
言
語
に
対

応
し
た
。

　
表
彰
式
に
合
わ
せ
て
講
演
会
も
行
わ

れ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
メ
デ
ィ
ア
・
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
協
会
の
浦
久
保
康
裕

理
事
長
が
、
年
齢
・
性
別
・
国
籍
・
人
種
・

言
語
・
文
化
・
宗
教
な
ど
が
異
な
る
人
々

に
対
し
て
情
報
を
公
平
に
伝
え
る
「
情

報
保
障
の
時
代
」
に
つ
い
て
語
っ
た
。

「
健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
」
が

２
年
目
に

　
経
済
産
業
省
は
２
月
20
日
、「
健
康

経
営
優
良
法
人
２
０
１
８
」
と
し
て
、

大
規
模
法
人
部
門
に
５
４
１
法
人
、
中

小
規
模
法
人
部
門
に
７
７
５
法
人
を
認

定
し
た
。
大
規
模
法
人
部
門
で
は
、
大

日
本
印
刷
、
凸
版
印
刷
、
図
書
印
刷
、

ト
ッ
パ
ン
・
フ
ォ
ー
ム
ズ
な
ど
。
中
小

規
模
法
人
部
門
で
は
、
全
国
で
約
20
社

の
印
刷
会
社
が
認
定
さ
れ
た
。
秋
田
活

版
印
刷
（
畠
山
紀
夫
社
長
、
秋
田
市
）

な
ど
、
中
小
部
門
の
う
ち
９
社
は
昨
年

に
続
い
て
の
認
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
経
済
産
業
省
で
は
、
健
康
経
営
に
取

り
組
む
優
良
な
法
人
を
顕
彰
す
る
「
健

康
経
営
優
良
法
人
制
度
」
を
２
０
１
７

年
か
ら
開
始
し
た
。
企
業
か
ら
の
申
請

に
基
づ
い
て
審
査
す
る
。
認
定
基
準
に

は
、
健
康
経
営
の
宣
言
、
経
営
者
自
身

の
健
康
診
断
の
受
診
、
従
業
員
の
健
康

を
改
善
す
る
担
当
者
の
設
置
、
法
令
違

反
が
な
い
こ
と
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

の
実
施
、
受
動
喫
煙
対
策
の
実
施
、
長

時
間
労
働
抑
制
へ
の
取
組
み
な
ど
が
あ

る
。

　
同
制
度
は
、
地
域
の
健
康
課
題
に
即

し
た
取
組
み
や
健
康
増
進
な
ど
を
積
極
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的
に
進
め
る
法
人
を
「
見
え
る
化
」
す

る
こ
と
で
、
従
業
員
や
求
職
者
、
関
係

企
業
、
金
融
機
関
な
ど
か
ら
「
従
業
員

等
の
健
康
管
理
を
経
営
的
な
視
点
で
考

え
、
戦
略
的
に
実
践
し
て
い
る
法
人
」

と
し
て
社
会
的
に
評
価
を
受
け
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
い
る
。
健

康
へ
の
投
資
が
、
従
業
員
の
活
力
向
上

や
生
産
性
の
向
上
な
ど
、
組
織
の
活
性

化
を
も
た
ら
し
、
ひ
い
て
は
業
績
や
株

価
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
い
う
期
待
が

あ
る
。

「
ジ
ャ
パ
ン
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー
ド
」

第
１
回
は
北
海
道
下
川
町
が
最
高
賞

　
外
務
省
は
、「
ジ
ャ
パ
ン
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

ア
ワ
ー
ド
」
を
創
設
し
、
第
１
回
受
賞

団
体
を
２
０
１
７
年
12
月
に
発
表
し

た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
本
部
（
内
閣
総
理

大
臣
）
賞
は
北
海
道
下
川
町
が
受
賞
し

た
。

　
人
口
約
３
４
０
０
人
、
高
齢
化
率
約

39
％
の
下
川
町
は
、
町
の
自
治
基
本
条

例
に「
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
」

を
位
置
付
け
、
統
合
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
具
体
的
に
は
、
持
続
可
能
な
森

林
経
営
を
中
心
に
、
適
正
な
木
材
、
木

製
品
の
生
産
と
供
給
、
森
林
の
健
康
や

教
育
へ
の
活
用
、
未
利
用
森
林
資
源
の

再
エ
ネ
活
用
、
再
エ
ネ
熱
供
給
シ
ス
テ

ム
を
核
と
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
等

を
推
進
し
て
い
る
。

　
同
ア
ワ
ー
ド
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（S
u

stain
ab

le D
ev

elop
m

en
t 

G
oals:

国
連
が
採
択
し
た
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）
達
成
に
資
す
る
優
れ
た

取
組
み
を
行
っ
て
い
る
企
業
・
団
体
を

選
定
し
表
彰
す
る
も
の
で
、
主
催
は
内

閣
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
本
部
。
普
遍
性
、

包
摂
性
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
等
）、
参
画
性
、

統
合
性
、
透
明
性
と
説
明
責
任
の
評
価

項
目
に
対
し
て
、４
段
階
で
評
価
す
る
。

上
場
企
業
の
女
性
役
員
数
は

１
５
１
０
人
、
比
率
は
３・
７
％

　
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
は
３
月

８
日
、
上
場
企
業
に
お
け
る
女
性
役

員
数
に
つ
い
て
、
有
価
証
券
報
告
書

の
情
報
に
基
づ
く
数
字
を
発
表
し
た
。

２
０
１
７
年
７
月
時
点
で
の
女
性
役
員

数
は
１
５
１
０
人
、
昨
年
比
で
１
２
２

人
増
加
し
た
。
役
員
全
体
に
占
め
る
割

合
は
３
・
７
％
。

　
直
近
10
年
間
の
推
移
を
見
る
と
、

２
０
０
７
年
か
ら
２
０
１
１
年
ま
で
の

４
年
間
は
０
・
２
％
増
と
ほ
ぼ
横
ば
い

で
推
移
。
安
倍
総
理
か
ら
経
済
界
へ
の

要
請
（
役
員
・
管
理
職
に
女
性
の
積
極

的
な
登
用
）
を
は
さ
む
２
０
１
２
年
か

ら
２
０
１
７
年
は
、
５
年
間
で
約
２
・

４
倍
に
増
加
し
た
。

　
し
か
し
、
２
０
１
５
年
12
月
に
閣

議
決
定
し
た
第
４
次
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
に
お
い
て
示
さ
れ
た
目
標
は

「
２
０
２
０
年
に
10
％
」（
女
性
役
員
数

約
４
０
０
０
人
）
で
あ
り
、
な
お
目
標

と
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。

電
動
車
用
の
電
池
の
再
利
用
へ
実
証

実
験
─
中
部
電
力
、
ト
ヨ
タ
自
動
車

　
中
部
電
力
と
ト
ヨ
タ
自
動
車
は
１
月

31
日
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
や
電
気
自
動

車
な
ど
電
動
車
の
駆
動
用
電
池
を
リ

ユ
ー
ス
し
た
大
容
量
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム

の
構
築
と
、
使
用
済
み
電
池
の
リ
サ
イ

ク
ル
に
つ
い
て
、
実
証
実
験
を
開
始
す

る
と
発
表
し
た
。
ト
ヨ
タ
の
電
動
車
か

ら
回
収
し
た
電
池
を
、
中
部
電
力
が
蓄

電
池
シ
ス
テ
ム
と
し
て
リ
ユ
ー
ス
し
、

電
力
系
統
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
応
じ
て
活
用
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

す
。
２
０
１
８
年
度
に
は
実
験
を
開
始

し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
２
０
２
０

年
度
に
は
発
電
出
力
約
１
万
キ
ロ
ワ
ッ

ト
（
駆
動
用
電
池
１
万
台
相
当
分
）
の

導
入
を
目
標
と
す
る
。

　
リ
ユ
ー
ス
す
る
電
池
は
、
現
在
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
車
を
中
心
に
大
量
に
使

用
さ
れ
て
い
る
ニ
ッ
ケ
ル
水
素
電
池
に

加
え
、
２
０
３
０
年
度
頃
の
蓄
電
池
シ

ス
テ
ム
で
は
、
今
後
普
及
が
見
込
ま
れ

る
電
気
自
動
車
や
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
で
使
用
さ
れ
る
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
も
活
用
す
る
予
定
。

「
全
国
の
園
児
に
特
別
な
体
験
を
」

サ
ン
ケ
イ
リ
ビ
ン
グ
新
聞
社
が
活
動

を
拡
大

　
サ
ン
ケ
イ
リ
ビ
ン
グ
新
聞
社
（
東
京

都
千
代
田
区
）
は
、
全
国
の
幼
稚
園
児

に
、
初
め
て
の
特
別
な
体
験
を
届
け
る

「
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
　
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
　
Ｐ
Ｒ
Ｏ

Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
を
展
開
し
て
い
る
。

　
こ
の
活
動
は
２
０
１
０
年
に
ス
タ
ー

ト
し
て
以
来
、
８
年
間
で
全
国
約

１
４
０
園
、
２
万
７
０
０
０
人
以
上
の

子
供
た
ち
に
、
歌
舞
伎
、
和
楽
器
、
影

絵
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、
落
語
な
ど
、

日
頃
の
園
の
活
動
で
は
体
験
で
き
な
い

催
し
を
提
供
し
て
き
た
。
全
日
本
私
立

幼
稚
園
連
合
会
な
ど
が
推
進
す
る
「
こ

ど
も
が
ま
ん
な
か
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」

と
も
連
携
し
な
が
ら
展
開
し
て
い
る
。

２
０
１
８
年
か
ら
保
育
園
に
も
活
動
を

拡
大
す
る
。
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この印刷製 品
は、環境に配慮
した資材と工場
で製造されて
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CSRに取り組む印刷会社に仕事を頼みたい。
印刷製品にCSRに取り組んでいるマークをつけ
たい。
でも、どこに発注すればよいかわからない。
そんな要望にお応えするのが
CSRマークです。
CSRマークは、印刷業界のCSR基準を達成し
た印刷会社がつけることができる信頼のマーク
です。

〈特徴〉

●公正で信頼できる制度
●CSR研究の第一人者である横浜市立大
学の影山教授監修のもと設計された基準
を達成した印刷会社を客観的に審査
●横浜市立大学CSRセンターが審査を実
施し外部の有識者で構成される認定委員
会で判定
●基準はすべてホームページで公開
●認定企業に発注すれば、無料でCSRマー
クの使用が可能
●CSRマークは印刷会社のCSRの取り組み
度合いにより3種類
●認定番号管理により社会的信頼性を確保
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認　定　企　業　一　覧　（2018 年３月現在）

スリースター認定（３社）

愛　 知 新日本印刷㈱ 広　 島 ユニバーサルポストグループ
滋　 賀 アインズ㈱

ツースター認定（16 社）

福 島 ㈱日進堂印刷所
東 京

文唱堂印刷㈱
千 葉 ㈱太陽堂印刷所 杉山メディアサポート㈱

神奈川
㈱協進印刷

愛 知
㈱マルワ

㈱大川印刷 ㈱二和印刷紙業
㈱野毛印刷社 石 川 ㈱笠間製本印刷

長 野 亜細亜印刷㈱ 香 川 ㈱ミヤプロ

東 京
池田印刷㈱

福 岡
㈱ミドリ印刷

六三グループ ㈱博多印刷
ワンスター認定（93 社）

北海道

㈱ヒロミ産業
東 京

㈱光邦
㈱アイテックサプライ 音羽印刷㈱
中村印刷㈱ ㈱ナカニワ印刷
㈱正文舎

愛　 知

木野瀬印刷㈱
北陽ビジネスフォーム㈱ プリ・テック㈱
植平印刷㈱ 半田中央印刷㈱

宮 城
㈱東北プリント 豊橋合同印刷㈱
㈱ユーメディア ㈱愛知印刷工業

秋 田 秋田印刷製本㈱ ㈱荒川印刷

山 形
㈱青葉堂印刷 三 重 伊藤印刷㈱
精英堂印刷㈱

岐 阜

㈱岐阜文芸社
栃 木 足利印刷㈱ トーヨー印刷㈱

埼 玉
望月印刷㈱ ヨツハシ㈱
㈱アサヒコミュニケーションズ 協同印刷㈱

千 葉
㈱総合印刷新報社 日本印刷㈱
㈱弘報社印刷

石 川
ヨシダ印刷㈱

神奈川
関東プリンテック㈱ ㈱ダイトクコーポレーション
三昇堂印刷㈱ 富 山 第一共同印刷㈱

新 潟

㈱第一印刷所 朝日印刷㈱
㈱プレスメディア

京 都
㈱太洋堂

㈱太陽プリント ㈱ムーブ
㈱第一製品流通 内藤印刷㈱
㈱あけぼの

大 阪

㈱ダイム
山 梨 相互印刷㈱ 相互印刷㈱

静 岡
日本レーベル印刷㈱ 富士精版印刷㈱
㈱中央パッケージング 相互ビジネスフォーム㈱

東 京

大同印刷㈱ ㈱美生社
㈱賢工製版

兵 庫
船場印刷㈱

システム印刷㈱ 丸山印刷㈱
㈱ウエマツ

奈 良
㈱天理時報社

㈱白橋 ㈱アイプリコム
創文印刷工業㈱ 共同精版印刷㈱
㈱アドピア 和歌山 ㈱和歌山印刷所
荏原印刷㈱

岡 山
研精堂印刷㈱

壮光舎印刷㈱ コーホク印刷㈱
㈱五色 広 島 ㈱中本本店
弘和印刷㈱

愛 媛
愛和印刷㈱

滝澤新聞印刷㈱ ㈱明朗社
㈱木元省美堂

福 岡

西日本印刷工業㈱
㈱ザ・デジタルソリューションズ 西日本ビジネス印刷㈱
㈱長英 アド印刷㈱
㈱相互 築上印刷㈲
㈱ TONEGAWA ㈱伸和
㈱エス・ワイ・エス 泰平印刷㈱
広研印刷㈱

熊 本
㈱啓文社

㈱太陽堂封筒 ㈱池田紙器工業
㈱プライズコミュニケーション

※都道府県内は認定番号順印刷製品へのCSRマーク表示例

■問い合わせ先
全日本印刷工業組合連合会CSR認定事務局
〒104-0041　東京都中央区新富1-16-8
TEL. 03-3552-4571　FAX.03-3552-7727
http://www.aj-pia.or.jp/

CSRに取り組むお客様の
印刷製品づくりを応援する
それがCSRマークです。


